
 
 
令和 5 年度稼働の科研費が採択されました。 
現在も⼤学職員として毎週⼤学での勤務（東京医科⼤学病院）をしておりますが、⼤事
な勤務内容の１つとして臨床・基礎研究を⾏うための研究資⾦の獲得があります。⽇本
でもノーベル賞受賞者が報道される事はしばしばありますが、研究者としての⽬指すべ
き形であり最終⽬標です。⼤学病院での外科医としての⽴ち位置はこれまでと変わりま
せんが、⼀⽣涯で執⼑させて頂き、助けられる患者さんの数には残念ながら限りがあり
ます。⼀⽅、研究で得られた成果は病気や健康⾯で困っている⽅々を救える⼤きな可能
性を秘めています。 
2003 年から勤務している⽶国（ボストン）の病院は Harvard Medical School の教育  
機関であり Faculty member でもある事から、研究費取得は⼤学への間接経費の⾯から
も⼤事な仕事であり、まさに臨床・教育・研究の 3 本柱です。東京医⼤に戻ってからも  
⾃⾝代表の研究課題（3 課題）や分担者としても他のプロジェクトへの参加、科研費審
査委員      （救急医学）の分野で仕事を継続させて頂いております。 
これまでにも学会参加や研究会、⼤学・基幹病院での勤務によるクリニック休診でご利
⽤頂いている患者さんにはご⼼配やご迷惑をお掛けする事もあった事と思いますが、 
多くの患者さんを救える可能性のある学会・論⽂報告や研究継続は⼤事な責務だと思っ
ております。ご理解頂けますと幸いですし、応援いただけると尚嬉しいです。 
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